































































































































その発展の過程は，ヘーゲルが言うように，an sichから für sich に移り，さらに an und für 
sichとなるのであるが，ここでは，論理的な見方即ち一者と他者の関係は für sichの形であり，
数理的見方即ち 1＋ 1＝ 2は an und für sichの形と見ることができる 21とされている。要す
るに，西田によると，動的一般者の発展過程は，弁証法的であり，an sichつまり即自的な動



























































































































































































































































































































































































































べている。さらに，「絶対自由の意志は一方に於ては無限の発展 creans et non creataであると






































  1 上田閑照によると『自覚に於ける直観と反省』は，西田の思索を哲学的に徹底的に鍛えたものであり，
厳密な意味で，西田の，そして日本のはじめての哲学的著作という（1991年，『西田幾多郎を読む』，
岩波書店，264頁）。
  2 西田幾多郎著，昭和 40年，『西田幾多郎全集　第二巻』，岩波書店，3頁。以下全集二─ 3頁のよう
に表記する。
  3 この点については，拙著「西田哲学における自覚の成立」（『川村学園女子大学研究紀要』　第 24
巻　No.2所収）を参照。
  4 全集二─ 59頁。
  5 この点については，拙著「西田哲学における自覚の成立」（『川村学園女子大学研究紀要』　第 24
巻　No.2所収）177−178頁を参照。
  6 全集二─ 78頁。
  7 同上。
  8 同上。
  9 拙著「西田哲学における自覚の成立」（『川村学園女子大学研究紀要』　第 24巻　No.2所収 171頁を
参照。
 10 全集一（『思索と体験』）─ 258頁。
 11 同上。
 12 全集二─ 43頁。




 17 全集二─ 75頁。
 18 同上書，79頁。
 19 高坂正顕著，1947年，『西田幾多郎先生の生涯と思想』，弘文堂書房，88−89頁。
 20 全集一（『思索と体験』）─ 262頁。
 21 同上書，263頁。
 22 全集二─ 79頁。
 23 拙著「西田哲学における自覚の成立」（『川村学園女子大学研究紀要』　第 24巻　No.2所収）　173頁
を参照 .。
 24 全集一（『思索と体験』）─ 265−266頁。
 25 全集二─ 80頁。








 30 拙著「西田哲学における自覚の成立」（『川村学園女子大学研究紀要』　第 24巻　No.2所収）178頁
を参照。
 31 全集二─ 127頁。
 32 同上書─ 130頁。
 33 同上書─ 139頁。
 34 同上書─ 184頁。
 35 同上書─ 181−182。
 36 高坂正顕著，1947年，『西田幾多郎先生の生涯と思想』，弘文堂書房，109頁。
 37 任意の正の 2数 a, bに対して，必ず或る自然数 nが存在して a<nbとなる（日本数学会編集『岩波　数
学辞典第 2版』853頁）という公理。つまり，a, bを正の数とすれば，aがどんなに小さく，bがど
んなに大きくても，b<naとなる自然数 nが存在するという公理（『広辞苑』より）。
 38 全集二─ 184頁。




 43 同上書─ 185−186頁。
 44 同上書─ 186頁。
 45 同上書─ 186−187頁。
 46 同上書─ 8頁。
 47 同上。
 48 同上書─ 126頁。
 49 同上書─ 164頁。
 50 同上。
 51 同上書─ 164頁。
 52 同上書─ 165−166頁。
 53 同上書─ 166頁。
 54 同上。
 55 同上。
 56 同上書─ 167頁。
 57 同上書─ 192頁。
 58 同上書─ 193頁。
 59 同上書─ 210頁
 60 同上。
 61 高坂正顕著，1947年，『西田幾多郎先生の生涯と思想』，弘文堂書房，110頁。
 62 同上書─ 104頁
 63 同上。
 64 全集二─ 168頁。
 65 同上書― 5頁




 68 全集二─ 113頁。
 69 同上書― 123頁。
 70 高坂正顕著，1947年，『西田幾多郎先生の生涯と思想』，弘文堂書房，113−114頁。
 71 同上書─ 112頁。
 72 全集二─ 90頁。








 77 小坂国継著，1991（平成 3）年，『西田哲学の研究―場所の論理の生成と構造』　ミネルヴァ書
房　147−148頁。
 78 全集二─ 204頁。
 79 同上書─ 100頁。
 80 同上。
 81 高坂正顕著，1947年，『西田幾多郎先生の生涯と思想』，弘文堂書房，112頁。
 82 全集二─ 285頁。
 83 同上書─ 348頁。
 84 同上書─ 300頁。
 85 同上。
 86 同上書─ 345頁。
 87 同上書─ 340−341頁。
 88 同上書─ 341頁。
 89 同上書─ 300頁。
 90 同上書─ 270頁。
 91 同上書─ 271頁。
 92 同上書─ 275頁。
 93 小坂国継著，1991（平成 3）年，『西田哲学の研究―場所の論理の生成と構造』　ミネルヴァ書房　173
頁。
 94 平山　洋著，1997年，『西田哲学の再構築―その成立過程と比較思想―』　ミネルヴァ書房　142頁。
 95 全集二─ 6頁。
 96 高坂正顕著，1947年，『西田幾多郎先生の生涯と思想』，弘文堂書房，120頁。
 97 同上書─ 121頁

























119 同上書─ 301頁。このように絶対自由の意志は，creans et non creata創造して創造されないと共に，
創造されもせず，創造しもしない nec creata nec creansのである（高坂正顕著，1947年，『西田幾多
郎先生の生涯と思想』，弘文堂書房，125頁）。
120 同上。
121 同上書─ 348頁。
122 上田閑照著，1991年，『西田幾多郎を読む』，岩波書店，294頁。
123 同上。
124 同上書─ 297頁。
125 全集二─ 299頁。
126 小坂国継著，1991（平成 3）年，『西田哲学の研究―場所の論理の生成と構造』　ミネルヴァ書房　179
頁。
127 全集二─ 332頁。
128 同上書─ 345頁。
